
祝　辞

　「先進建設・防災・減災技術フェアin熊本2026」が、本年も盛大に開催されますことを、

心よりお慶び申し上げます。

　はじめに、本年発生した令和8年熊本地震により、お亡くなりになられた方々に謹んで哀

悼の意を表しますとともに、被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。政府といた

しましては、関係省庁が一体となり、被災された皆様や地域に寄り添いながら、一日も早い

復旧・復興に向けて全力を尽くしてまいります。

　本フェアは、平成28年熊本地震からの創造的復興に資する展示会として始まり、産学官の

英知を結集する場として発展を続けてまいりました。本年は、平成28年熊本地震から10年と

いう大きな節目の年に当たります。この間、熊本の皆様の御努力と関係各位の御尽力により、

復興は着実に前進してまいりました。その歩みは、無人化施工やデジタル技術をはじめとす

る先進技術にも支えられており、これまでの道のりに深く思いを致すとともに、復興に携わ

られた全ての皆様に改めて敬意を表します。

　また、本年は、令和8年8月千葉豪雨など、記録的な大雨による大規模な冠水や土砂災害等

の甚大な被害も発生しています。激甚化・頻発化する自然災害から国民の生命と暮らしを守

るためには、防災・減災、国土強靱化の取組を進め、災害に強い地域づくりを実現していく

ことが不可欠です。我が国の優れた建設・防災技術は、こういった取組の重要な基盤として

の役割を担っています。

　本フェアが、先進技術や知見の共有を通じて、災害に強い地域づくりの実現に貢献する実

り多い機会となりますことを期待しております。

　結びに、本フェアの開催に御尽力された関係者の皆様に深く敬意を表するとともに、御来

場の皆様の御健勝を祈念し、私の御挨拶といたします。

令和８年（2026年）11月吉日

内閣官房長官　木原　稔

二度の熊本地震を経験して得られた教訓
～備えとつながりが支える上下水道事業のレジリエンス～

1. はじめに
上下水道は、市民生活や社会経済活動を支える最

も重要なライフラインであり、災害時においてもそ
の機能を可能な限り維持するとともに、被災により
機能が低下又は停止した場合には、早期に復旧する
ことが強く求められます。
　熊本市は、平成28年熊本地震、そして令和8年熊
本地震という二度の大地震を経験しました。平成
28年熊本地震では上下水道施設に甚大な被害が生
じ、市民生活に大きな影響を及ぼしました。その教
訓を踏まえ、本市ではこの10年間、施設の耐震化や
災害対応体制の強化など、ハード・ソフトの両面から
防災・減災対策に継続して取り組んできました。
そして発生した令和8年熊本地震。今回の対応で

は、これまでの取組の成果が発揮された一方で、新
たな課題も見えてきました。
　本稿では、二度の熊本地震を通じて得られた経験
と教訓を振り返りながら、上下水道事業における今
後の防災・減災対策について述べたいと思います。

　令和８年熊本地震では、水道施設において取水施
設など９施設で被害が発生したほか、管路では約
300か所の漏水が確認されました。市民生活への
影響としては、最大約9,000戸が断水したほか、水
圧低下や濁水も発生しましたが、これらの影響は発
災から６日後の８月３日までに全て解消しました。
また、下水道においても施設及び管路に被害が発

生したものの、市民生活への影響は生じませんでし
た。（図１、図２）

2. 令和８年熊本地震と10年間の備え

　発災直後から、本市職員、関係団体が連携し、水道
施設及び管路の応急復旧に取り組みました。また、
全国から駆け付けた支援自治体や自衛隊、協定団体
の協力のもと応急給水活動を実施しました。
　今回の被害は決して小さいものではありませんで
したが、平成28年熊本地震後に進めてきた耐震化
をはじめとする防災・減災の取組の成果を実感する
場面が数多くありました。
　平成28年熊本地震では、上下水道施設の耐震化
の重要性が改めて認識されました。本市ではその
後、上下水道管路の耐震化を着実に進めるととも
に、重要施設の機能強化にも取り組んできました。
（図３、図４）

【水道】

図１（イメージ）：水道施設被害

図2（イメージ）：下水道施設被害
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（管路延長については小数点以下を記載していない）

※1.基幹管路：導水管、送水管、配水本管（給水分岐のない配水管）。本市では概ね350㎜以上
※2.耐震適合性のある管路：耐震管または地盤条件から耐震性能を有すると評価された管路

平成28年熊本地震時

耐震適合性のある
基幹管路※の割合

74.3％
（218/294㎞）

81.5％
（286/351㎞）

断水件数
約3２万6,000戸
（市内全域）

約9,000戸
（南区城南町や富合町の一部）

令和8年熊本地震時




